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厚生労働科学研究費補助金（循環器疾患・糖尿病等生活習慣病対策総合研究事業） 

（分担）研究報告書 

糖尿病性腎症 重症化予防プログラム開発のための研究 

 

       研究分担者 安田 宜成 名古屋大学大学院医学系研究科 

循環器・腎臓・糖尿病（CKD）先進診療システム学寄附講座 准教授 

研究要旨 

本研究では、糖尿病性腎症重症化予防プログラムを作成する。複数の患者抽出基準と複数の生活指導

プログラムを組合せ、規模を問わず多くの市町村及び広域連合が実施可能なプログラムとする。具体的

には重症度別、治療歴の有無別、地域の体制別、保健指導実施者別に類型化し、地域・保険者等の実情

に応じて選択可能な内容とする。 

また、公衆衛生学的ならびに医療経済学的見地から同プログラムの効果検証が可能で、かつ実施する

市町村及び広域連合が提出可能な評価指標を作成する。短期・中期・長期、個人（介入対象者）および

集団・保険者全体など、複数の指標を組み合わせた、適切な指標の設定について検討する。さらに、安

全管理、個人情報保護、継続可能性などを踏まえた運用マニュアルを作成する。 

 

Ａ．研究目的 

糖尿病性腎症重症化予防プログラムを作成する。

また、公衆衛生学的ならびに医療経済学的見地か

ら同プログラムの効果検証が可能で、かつ実施す

る市町村及び広域連合が提出可能な評価指標を作

成する。 

 

Ｂ．研究方法 

糖尿病ならびに慢性腎臓病 (Chronic Kidney 

Disease: CKD)の重症化予防に関する過去の研究

を精査し、それに基づいた指導プログラムを作成

する。また評価指標を検討する。本研究において

倫理的な問題は生じない。 

 

 

Ｃ．研究結果 

平成 27 年 12 月 21 日、平成 28 年 1 月 25 日、

平成 28 年 2 月 22 日に会議を開催し、メール会議

を通じ、糖尿病ならびに慢性腎臓病 (Chronic 

Kidney Disease: CKD)の重症化予防に関する過

去の研究を精査し、それに基づいた指導プログラ

ムを作成し、評価指標を検討した。 

 

Ｄ．考察 

本年 7 月、厚生労働省が全面的な支援を行う日

本健康会議において、「生活習慣病の重症化予防に

取り組む自治体を 800 市町村、広域連合を 24 団体

以上とする。その際、糖尿病対策推進会議等の活

用を図る」という目標が掲げられた。また、経済

財政諮問会議においても同様の取組が規定される
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など糖尿病性腎症対策は急務である。糖尿病性腎

症に至るには、血糖・血圧のコントロール不良、

治療中断、健診での指摘の放置など様々な原因があ

るが、医療につながっていない人や生活習慣改善指

導を受けていない患者も少なくない。本プログラム

を通じ、糖尿病性腎症重症化が予防され、透析導

入患者数を抑制できることが期待される。 

 

Ｅ．結論 

糖尿病性腎症 重症化予防プログラムを作成し、

評価指標を検討した。平成 28 年度以降に本プログ

ラムの有効性を検討する。 

  

Ｆ．健康危険情報 

 なし 
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